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（概要） 

放射性物質を含有する有機相廃液から放射性元素を回収するための吸着材の性能を評価すること

を目的として、PIXE 及び EXAFS による分析を実施した。EXAFS によって抽出メカニズムを調査する

とともに、PIXE により吸着量を評価することが出来た。 
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１．目的 

原子力機構では放射性廃液の処理に関する研究を進めており、その一環として廃溶媒等の有機廃

液から放射性物質の回収技術の開発を行っている。これまでの研究により、有機廃液中にて配位子

と錯形成した放射性金属イオンを回収する手法として、イミノニ酢酸基を有する吸着材が有効であ

ることが明らかとなった。本研究ではイミノニ酢酸基を有する吸着材を用いて模擬廃 PUREX 溶媒中

から、TBP と錯形成した Zr の回収を試み、吸着材への Zr 回収量及び錯形成挙動をそれぞれ PIXE

及び EXAFS を用いて実施した。 

 

２．実施方法 

スチレンジビニルベンゼン共重合体を骨格とした多孔質体表面に、イミノニ酢酸基を有する吸着

材を用いた。ノルマルドデカンに 3 % DBP および 27 % TBP を溶解させ、1 M HNO3水溶液から Zr を

抽出させて模擬廃液とした。所定量の模擬廃溶媒と吸着材とを混合して振とうし、Zr を吸着させた。

ここで振とう時間をパラメータとして操作を行った。乾燥させた吸着材について、AichiSR BL11S2

ビームラインにて Zr-K 吸収端 EXAFS 測定を蛍光法にて実施した。また、吸着材の PIXE 分析を実施

し、Zr の特性 X 線強度をもとに吸着量の推定を行った。 

 

３．結果及び考察、今後の展開等 

PIXE 分析では、吸着材より Zr-Kα 及び

Zr-Lαに対応する特性X線が確認されたが、

P-Kα も同時に観測され、Zr に加えて TBP も

しくは DBP も吸着材中に保持されていること

が示唆された。Zr-Kαの強度から評価した、

Zrの吸着材上の分布は均一であり、吸着材中

に Zr が均一に吸着していると考えられた。

PIXE から評価した吸着量を、振とう時間に対

してプロットしたものをFig. 1に示す。最初

の60分間は振とう時間と共に吸着量が増加す

る傾向にあったが、300分の振とうで吸着量が

低下した。これは一度吸着材中に保持された

Zrが、再度溶媒中のTBPや DBPと錯形成した

ことに起因すると考えられる。EXAFSによる評

価も本結果と一致するものであり、吸着材中

においてZrはZrO2+またはZrO(NO3)2の化学系

を取り、イミノニ酢酸基と錯形成しているこ

とが示唆された。 

 
Fig. 1 PIXEから評価した吸着量 


